
学校だ よ り

か けが えのない児 童 の健 全 育 成 のため にお力添 えください。

校 長  柾 谷 雅 弘

2学期がスター トし、元気に子供たちは、毎 日を過ごしています。そんな元気いつぱい明るい

児童がますます元気に一人一人のよさを伸ばすことが出来るように教職員一丸となつて、指導に

当たって参 ります。引き続き皆様のご理解 とご支援をよろしくお願いいたします。

ところで、子供たちは小さな トラブルを起こし、互いに反省 しながら成長するものです。
一般論 として、次のような児童が増えていると言われています。

【事例 1】 友達の悪 口や陰口を言つた り、仲間外 しをしたりなど意地悪をしたことに対 して

注意されても反省をしない。

【事例 2】 友達に確かめた り話 し合ったりしないで、自分の一方的な思いこみでいきなり友

達をつねったり、押 し倒 したり、殴つたりする。しかも、教員の注意も聞き入れず、

何度も繰 り返す。
この二つの事例に当たる子供には、共通の特徴があります。

それは、自分が逆の立場になると大きく落ち込み、嘆き、悲 しみ、時には、保護者を伴って猛

烈に学校に抗議に来ることがあるとい うことです。
つま り、「自分が傷つくこと」を、友達には平気でやつて 「相手を傷つける」ことをして平気

なことです。
言葉を換えれば、「傷つきやす く、傷つけやすい」のです。

○ 自分がされて嫌なことは、相手にもしない。

○ 自分がして欲 しいことは、まず、相手にそ うしてみる。
これ らは、考え方や立場が異なっても、人と人が仲よく、あるいはうまく付き合ったりかかわ

つたりする上で大切なことだと思います。我が子が可愛いからこそ、例えば、次のような問いか

けをして、「自分のしたことを うやむやにしないようにしていくことが大切です。」 とあるとこ

ろに紹介されていました (私 も、校長室で、時々活用 しています )。

1.あなたは、何をしたのですか。 ?
2.なぜ、そのようなことをしたのですか。 ?
3.そのときの自分の気持ちは、どうでしたか。 ?
4.相手は、どのように感 じたと思いますか。 ?
5。 今、あなたのしたことを、どう思いますか。 ?
6.そ して、あなたは、これから、どうするつもりですか。 ?

このような指導を受けた時に、素直に自分の行動を振 り返るためには、一人一人の子供が、心

にゆとりをもつていることが必須条件だと思います。学校や家庭で自分のよさを発揮 した り、周

りの人々からよさを認められ頼 りにされた りして、自己有用感や 自己肯定感をもつことができる

子供は、きっと心にゆとりをもつて生活出来る子供だと思います。

心にゆとりがもてるからこそ、行動を振 り返ることができ、友達への思いや りの心も自然に生

まれてくるのだと思います。

学校では、一人一人の児童の居場所を確保 し、一人一人のよさが発揮 されるとともに、学級の

中でそのよさを互いに認めあえる学級風土 。学校風土を創 り出すよう各学級 。各学年で日々指導

に当たっています。

現在練習に取 り組んでいる音楽会に向けての取 り組みでは、お互いの頑張 りがよく目に付き、

形 となって現れてくるのでお互いのよさや頑張 りを認め合 う非常に良い経験 となっています。

学校行事のねらいの一つがこれに当たりにあります。 11月 10日 (土)の音楽会に向けての

練習が佳境に入つてきました。皆様のご来校を心より、お待ちしてお ります。そして、音楽会で

頑張つたことをお宅で、いっぱいいっぱい褒めてあげてください。
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学校経 営方針 (学力 向上 にかかわ る要点 )

○区立南田中図書館 と連携 し、活字に親 しむ学校づ くりに努める。

○基礎 基本の確実な定着 させるとともに、それ らの活用を図 り、思考

力や判断力、表現力を育成するため、計画的な指導を行 う。

児童 自ら課題を発見 し、よりよく問題を解決する能力や態度を育て

る授業を行 う。

・個を生か し伸ばす学習指導の方法を工夫する。

学習の充実感を味わ うことのできる評価方法を工夫する。
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学校概要なとを掲載しています

沿革を掲載します .

学年だより

学校評価

学秩辞価に関する情報を掲載します。

練馬区立南口中小学校のサイト構成を表示します.

サイトマップ

練馬区

トップページ

道徳指導の重 .点

道徳的心情の育成

道徳的判断力、道徳的実践力

の育成

人権を尊重す る態度の育成

道徳授業地区公開講座 による

家庭・地域 との連携

南田中小学校における確かな学力

【学力向上を図るための基本方針】

○区立南田中図書館と連携し、並行読書等を推進 し、読書の質

や読書量を向上させ、活字に親しむ学校づくりを目指す。

Oすべての学習にわたつて「課題をもつ わかる 身に付ける

生かすJを 学習指導の目標にして、学習指導要領に示された

基礎・基本の確実な定着を図る。 ｀

○児童の興味 関心を生かし、自主的 自発的な学習ができる

ように指導方法を工夫 し、思考力・判断力・表現力の育成を

図る。

○家庭や関係機関との行動連携を進め、基礎生活能力を培うな

ど学力の向上を図る。

各教科の指導の重点

基礎・基本の定着

考える場や 自分の考えを発

表する場の設定

・考えを認め合い学び合 う場

の設定

個に応 した指導の工夫

・習熟度や興味関心に応 じた

学習形態の工夫
・体験学習の推進
・問題解決的学習の推進

よさや可能性を伸ばす評価
の工夫

言語活動の充実

特別活動の指導の重点

・心身の調和のとれた発達 と個

性の伸長

集団の一員 としての自覚 と望

ま しい人間関係 の育成

自主的な問題解決力の育成

生活指導の指導の重点

基本的な生活習慣の定着

望ましい人間関係の育成 (み

なみん学級との交流も含め)

・教育相談の充実
・安全指導の充実

総合的な学習の指導の重点

‐自ら課題を見つけ、自ら学

び、自ら考える活動の展開

学び方やものの考え方を身

につける活動の推進

各教科 との関連による深化
・自然や社会体験活動の推進

学びの生活化

進路指導の指導の重点

自己肯定感を高める指導

他者肯定感を高める指導
.夢や希望をもち努力す る態度

の育成

本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点

教育蹂程編成上の工夫 校内における研究や研修の工夫 評価活動の工夫 家庭や地域社会との連携の工夫

視し、児童の意欲を大切にして

学ぶ力の育成に努める。
算数の少人数授業を中心に、個
に応した指導の工夫に努める.

発展的な学習 補充||な 学習の

充実を図る.(「夏休み数室

放課後学習Jな ど)

考える力を高める学習活動をエ

夫する。
学級の教育機器 (実物投影機と

液晶プロジェクター)を 活Rし、
授業改善に努め '発 表するカ
伝える力 聴く力Jを 高める.

流や共同学習 を計画的に行 い

障 害理 A7の 啓 発 を推 進 して い

学校図書館を活用す るとともに

区立南 日中図書館 との連携 を推

進 し、主体 |・jに 学習 に取 り組む

児童の育成 に奎める。

朝学習 朝読書の時 F.lを 計画的

に行 うとともに、基礎学力の定

着や表魂力の育成 に努 める.

余剰時数 を多 く設定す ることに

よ り 基礎|1 基本的な学力の

国語の研 究に取 り組み 言需活

動の充実をIF進 し、 「自分の思

いや考 えをもち、表算できる予

の育成Jを 目指す。

区立南 口中図書館 と連携 し、並

書の質や量を向上 させ る。

日常的な授業公開を行い、教員

相互の授業参観及び授業評価 を

実施す る.

学場一回生活指導や人権尊重教

育に関す る研修会 を行い、指導

自己申告書に基づいた実践力 を

各教科 における評価計画及び評

価基準の見直 しを図 り、適切 な

評価 を行 う。

児童一人一人の肯定的な評価や

個を伸ばす評価 を工夫す る.

学校公開の保護者 の感想 、学校

評議員や保護者 の外部評価や児

童による自己評価 を分析 し、課

題 を明 らかに し、全教員が共通

理機子を した うえ 曰々の指導 に

日常的な授業公開を通 して 保

護者がいつ ても参観 できるよ う

道徳授業地 区公開講座の内容 を

工夫 し保護者や地域 の方々が参

加 しやすい行事に していく。

学校評議員会 を年 4回実施す る。

地域行事に積極的に参加す る.

肇 評価 を次年度の教育活動に

反映 させ 指導の充実 向上に

努 めるととみに、その結果や成

果を保護者 地域 の皆 さんに発
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